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評価の定義
〇　期待どおり又は期待以上
△　事業の実施に問題はないが一部に改善の余地有り
×　事業の実施に支障有り。或いは法令違反有り。

合計

0.5 192

0.0 10

111.7 40,780

0.2 60

0.0 0

0.0 0

5.4 1,969

25.5 9,302
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整形外科

脳神経外科

婦人科

泌尿器科

12.6

174.4

3,073

42,368

眼科

耳鼻咽喉科

乳腺外科 2.4 574

31.6 7,674

入院患者

226.6 55,084 131.2 47,900

延患者数

29,040

177.3 65 242.3合計

診療科
1日平均患者数 延患者数

入院患者

1日平均患者数 延患者数
診療科

79.6

1日平均患者数

合計

4.0

内科（健診含む） 89.3

非常勤 合計

医師部門

医師 10.6 45.5

総合診療科 7.4 0 7.4

（１）医療提供に関する評価チェックシート

市評価 評価所見

△

常勤医師の確保が計画どおりに
進んでいない。
しかしながら、協会内での異動
や県内の主要な大学病院への医
師派遣を引き続き依頼する等、
医師の確保対策の努力をしてい
ること、また、非常に難しいこ
とは理解しているところであ
り、今後、常勤医師が増えるこ
とを期待する。

また医療技術部門においても、
臨床検査技師が人材不足となら
いないよう、協会内支援などを
利用しながら人材確保を進める
ことを期待する。

△

令和2年度の外来の1日平均患者
数は174.4人で、新型コロナウ
イルス感染症の影響で、全体で
約2割ほど前年度から減少し
た。特に、小児医療は、あま市
の政策的医療に位置付けている
ことから、今後の診療件数の増
加を期待する。
一方、令和2年度の入院の1日平
均患者数は111.7人と、前年度
より大きく増加しており、回復
期リハビリ病棟が開棟したこと
が入院患者の増加の要因と考え
る。しかし、新型コロナウイル
ス感染症の影響で入院患者数は
目標値まで届かず今後の増加に
期待する。
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自己評価分析

医師については、全国的な医師不
足等により計画上の配置数に至っ
ていない状況にありますが、協会
内のネットワーク等を活用し、引
き続き確保対策を進めておりま
す。

令和2年度は、協会内の支援システ
ムや県内大学の派遣を活用し、常
勤医師は10.6名、非常勤医師45.5
名の体制でした。常勤医師は、整
形外科1名、外科2名、眼科1名を除
き、総合診療科医師であることか
ら、幅広い疾患に対応することが
できたため、あま市運営時よりも
入院患者数は増加となっていま
す。

看護部門、医療技術部門において
は、回復期リハビリテーション病
棟の開棟に合わせ、新規職員を23
名採用するなど、必要に応じて人
員配置を行いました。

検査技師については、定年退職
者、産休・育休取得者が3名おり、
協会内支援にてつないでいる状況
です。産休・育休については復帰
時期を考慮しながら、当直等、
日々の業務を行うための人材確保
を行ってまいります。

従って、医師、検査技師の職員配
置については、課題があるため、
自己評価を△としています。

外来患者数においては、計画より
大幅に下回った結果となりまし
た。これは、新型コロナウイルス
の影響により、外来診療の制限を
した結果、前年実績比で9,857人減
少しました。
入院患者数については、新型コロ
ナウイルスの影響もあり、計画よ
りも少ない患者数になりました
が、回復期リハビリテーション病
棟の開棟により、前年実績比で
8,625人増加しました。

・職員配置及び体
制

①職員配置及び診療体
制

0 4

事務部門

社会福祉士

評価項目 事業計画書の内容 評価対象事項 令和２年度の実績
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脳神経外科

耳鼻咽喉科

小児科

整形外科

眼科

常勤

医療技術部門

薬剤師

診療放射線技師

整形外科 0.5 4 4.5

56.1

91.9 9.1 101.0

2.0 1.0 3.0

0 13.2 13.2

准看護師

1.7 3.8 5.5

看護師

内科

外科

耳鼻咽喉科

小児科

5.6 0.3 5.9

救急科

0.0 0.8 0.8
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0 6 6

0 2 2

1.0

4.6

8.0
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2.0

3.4 3.4

0 6.1 6.1

0 6 6

8.0 0.0 8
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0.0 0.3 0.3

4.9 0.0
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4.9

0.03.0

254.269.1185.1

7.0 0.5 7.5
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1

4.6

8.1

17.7

2

1.0

0.0

0.0

0.0

0.1

2.0

0.0
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1.0

21,706 103.5 37,764

小児科 13.0 3,154 0.0 0

外科 22.6 5,485 18.5 6,763

整形外科 35.8 8,707 6.5 2,378

脳神経外科 6.5 1,586 0.1 37

耳鼻咽喉科 20.4 4,965 0.1 30

婦人科 0.5 126 0.0 0

眼科 38.5 9,355 2.5 928


